
青年国際交流事業の在り方検討会報告書
～令和の新たなプログラムと事業強化の視点～ 令和4年7月

育成すべき青年の人材像

①未来志向（Future）

②国際・地域感覚（Glocality）

③多様性（Diversity）

④コラボレーション（Collaboration）

⑤社会貢献（Contribution）

３つの局面と事業強化の視点
〈募集選考段階〉 意欲の高い青年の参加を募る
育成すべき人材像に即した選考と広報強化
様々な人が参加しやすい環境の整備（日程の設定等）

〈事業実施段階〉 効果的なプログラムを実施する
国の事業としての特色のある事業設計
密度の高い交流環境の創造
様々な人が参加しやすい環境の整備（プログラムの整備等）

〈事後活動段階〉 グローバル・ネットワークを生かして事後活動を継続する
同窓会組織，既参加青年ネットワークの強化・見える化

内閣府青年国際交流事業の特色

事業強化の視点

✓意欲の高い青年の参加に向けた「プログラムの魅力向上」，「仕事・学業との両立が可能なプログラムの設計」，「広報の強化，選
考の充実，多様性重視枠の創設」
✓「船上での共同生活」と「実践の場」を組み合わせたプログラム構成
✓長期の閉鎖空間によるリスクを回避
✓上記の観点から，船上で共同生活しながら，国内の複数の地域に入って社会実践活動を行う形式により実施
✓デジタルなど新たな技術も活用しながら，チームビルディングなどのオンライン交流を充実
✓地域の社会実践活動には，地方公共団体や同窓会組織（IYEO）と積極的に連携
✓その他，事業強化の視点を踏まえた評価を行い，運営体制の充実も図りながら，事業の充実を図る。

新たなプログラムの方向性

目的：「国際社会・地域社会で活躍する次世代グローバル・リーダー」の育成
①国際協調の精神やリーダーシップを持った青年の育成
②青年の社会貢献活動等の促進（事後活動）
③青年相互の友好と理解の促進，人的つながりの形成
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（次世代グローバル・リーダーに求められる５つの要素）
①未来志向（Future）
現在の国際社会においては、SDGs を始めとする未来を見据えた地球規模の課題への取組が重視されている。次世代グ
ローバル・リーダーは、現在に至る歩みや足元の課題だけではなく、50 年後、100 年後の未来を語れることが求めら
れる。
②国際・地域感覚(Glocality)
地球規模の課題解決に向けた行動を図る上では、グローバルな視点を持つとともに、その課題に直面している現場（地
域）の視点の感覚を持ち、課題解決を具体的な行動につなげる実践力を持つことが求められる。
③多様性(Diversity)
各分野にわたる困難な課題を未来志向で解決していくためには、多様な知恵や考え方を持ち寄ることが不可欠であり、
国籍はもちろんのこと、地域、性別、障害の有無、業種・分野等に関わらず、異なる存在を受容する力を持ち、相手
の立場に立って行動することが求められる。
④コラボレーション(Collaboration)
異なる多様な意見を課題解決につなげていくためには、互いを尊重しつつ目標を共有し、その実現に向かい、関係する
全ての人が力を結集し、行動に移すことができるよう、多様な意見をまとめること又は必要に応じて自らの役割を見
出すことが求められる。
⑤社会貢献(Contribution)
自らの経験を広く社会に還元していくという精神を持ち、努力を惜しまず、社会課題の解決を図っていくための活動を
継続的に行うことが求められる。
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